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２
月
20
日
（
火
）、
北
海
道
農
業
士
の
認
定
お
よ
び
北
海
道
指
導
農
業

士
に
係
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
農
業
士
制
度
と
は
、
昭
和
50

年
に
創
設
さ
れ
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
優
れ
た
能
力
を
有
し
、

経
営
改
善
や
地
域
農
業
の
振
興
に
積
極
的
に
参
加
、
協
力
を
行
う
意
欲

旺
盛
な
農
業
者
の
活
動
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
長

の
推
薦
に
よ
り
知
事
が
認
定
す
る
制
度
で
、
令
和
４
年
度
末
現
在
、

1
，
9
5
0
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
北
海
道
農
業
士
の
認
定

を
受
け
た
の
は
、川
島
辰
徳
氏
（
青
葉
）、増
田
和
樹
氏
（
晩
翠 

㈲
フ
ロ
ー

ア
）、
池
岡
真
吾
氏
（
夕
張
太
西
幌 

㈲
ほ
な
み
）
の
３
名
で
、
空
知
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支
所 

山
本
支
所
長
よ
り
認
定
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
長
年
に
わ
た
る
指
導
農
業
士
と
し
て
の
功

績
を
称
え
林
組
合
長
に
北
海
道
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
認
定
に
あ
た
り
林
組
合
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
南
幌
町
農
業
を
担
う

皆
さ
ん
の
活
躍
を
今
後
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。
農
業
士
と
な
っ
た
３
名
の
農
業
者
に
は
、
今
後
と
も
南

幌
町
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
農
業
士
認
定

　

３
月
11
日
（
月
）、
J
A
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
長
ね
ぎ
苗
の

発
芽
自
主
検
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
、
育
苗
さ
れ
て
い
る
品
種
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ド
」

他
で
あ
り
、
２
月
８
日
よ
り
播
種
さ
れ
た
種
は
、
１
ヶ
月

ほ
ど
経
過
し
、
約
10
㎝
の
高
さ
ま
で
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

　
検
定
は
早
朝
よ
り
行
わ
れ
、
髙
島
専
務
理
事
を
は
じ
め
、

瀬
川
理
事
、
長
ね
ぎ
部
会
の
林
郁
雄
部
会
長
（
晩
翠
西 

㈲

ハ
ル
）と
部
会
員
ら
に
よ
り
、つ
ぶ
さ
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
品
種
平
均
し
て
発
芽
率
約

98
％
と
好
成
績
で
あ
り
、
苗
立
ち
も
良
好
で
、
生
育
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
作
目
の
苗
の
引
き
渡
し
は
、
３
月
14
日
（
木
）
よ
り

行
わ
れ
、
各
組
合
員
の
ハ
ウ
ス
で
定
植
ま
で
大
切
に
育
て

ら
れ
ま
す
。

今
年
の
発
芽
は
ど
う
で
し
ょ
う

池岡氏は当日不在
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２
月
22
日
（
木
）、
南
幌
小
学
校
５
年
生
に
よ
る
、
稲
作
学
習
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
に
は
、
学
習
田
の
圃
場
管
理
者
の
織
田
さ
ん
（
鶴
城
）、

青
年
部
部
長
の
奈
良
岡
さ
ん
（
川
向
）、
南
幌
町
産
業
振
興
課
職
員
と
J
A
農

業
振
興
課
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
代
表
の
児
童
数
名
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
て
学
習
成
果
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
田
植
え
や
稲
刈
り

の
大
変
さ
を
知
れ
た
」「
収
穫
し
た
お
米
が
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
」「
農
家
さ

ん
の
凄
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
児
童
達
の
感
想
か
ら
、
よ
い
学

習
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
発
表
後
に
は
、
児
童
た
ち
が
手
作

り
し
た
お
に
ぎ
り
を
全
員
で
試
食
し
、
学
習
を
通
じ
て
手
間
暇
か
け
て
育
て
た

お
米
の
美
味
し
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
い
た
だ
き
、
奈
良
岡
部
長
か
ら
は
、「
今
回
の
学
習
田

で
の
活
動
は
、
５
年
生
の
み
ん
な
が
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
大
切
な
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
体
験
し
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
人
生
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
下
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
南
幌
町
を
担
う
児
童
達
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

児
童
が
学
習
の
成
果
を
発
表
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２
月
28
日
（
水
）、
29
日
（
木
）
の
２
日
間
、
J
A
3
階

大
会
議
室
で
令
和
６
年
度
施
肥
設
計
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
相
談
会
で
は
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南

西
部
支
所
と
J
A
資
材
課
技
師
ら
が
相
談
員
と
な
り
、水
稲
・

畑
作
・
蔬
菜
の
３
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
令
和
６
年
産
農
作
物

の
施
肥
に
つ
い
て
土
壌
分
析
結
果
を
も
と
に
個
別
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
、
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
に
係
る
交
付
対
象
水
田
ル
ー
ル
の
厳
格
化
の
影

響
も
あ
り
、
復
元
田
で
の
水
稲
直
播
の
施
肥
量
や
、
湛
水
管

理
後
の
施
肥
に
つ
い
て
の
相
談
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

長
船
技
師
よ
り
「
肥
料
等
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら

土
壌
分
析
結
果
を
有
効
活
用
し
て
低
コ
ス
ト
化
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
２
日
間
の
開
催
で
、

多
く
の
組
合
員
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に
相

談
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
作
業
を
前
に
相
談
会
開
催

　

３
月
４
日
（
月
）、
J
A
3
階
大
会
議
室
で
南
幌
町
米
麦

改
良
協
会
主
催
の
栽
培
技
術
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
で
は
、
講
師
と
し
て
空
知
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支
所 

山
本
支
所
長
と
植
松
専
門

普
及
指
導
員
、
J
A
資
材
課 

長
船
技
師
に
講
習
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
３
部
構
成
と
し
て
、
水
稲
編
は
山
本
支
所
長
、

畑
作
編
は
植
松
専
門
普
及
指
導
員
、
J
A
情
報
提
供
編
は

長
船
技
師
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
催
に
あ
た
り
、
林
組
合
長
か
ら
は
「
今
日
こ

の
会
場
で
し
か
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
貴
重
な
話
を
聞
き

今
年
の
営
農
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
組
合
員
が
出
席
し
、
今
年
度
の
営
農
に

向
け
て
真
剣
に
話
を
聞
き
良
い
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

栽
培
技
術
講
習
会
を
開
催

　

３
月
上
旬
よ
り
町
内
各
圃
場
で
融
雪
剤
の
散
布
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
融
雪
剤
の
散
布
は
、
緩
い
足
場
に
強
い
パ
ワ
ー
ク
ロ
ー

ラ
ー
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ク
ロ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ク
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
本
年
は
、
３
月
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪
が
あ

り
気
温
も
低
く
、
平
年
よ
り
や
や
多
い
積
雪
量
で
あ
り
、

３
月
11
日
時
点
で
は
町
内
平
均
積
雪
量
69
．
７
㎝
と
平
年

に
比
べ
約
17
㎝
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
融
雪
剤
散
布
後
の
圃
場
を
上
空
か
ら
撮
影
し
て

み
る
と
、
融
雪
剤
と
残
雪
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
白
と
黒
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
、
融
雪
剤
の
種
類
の
違
い
に
よ
る
濃
淡

の
差
な
ど
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
跡
が
幾
何
学
模
様
の
よ
う

に
な
り
、
非
常
に
美
し
い
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
春
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
農
作
業
事
故
に

は
気
を
付
け
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

春
を
迎
え
る
前
に
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２
月
27
日
（
火
）、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交

流
会
を
開
催
し
、
６
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

と
女
性
部
代
表
者
４
名
が
参
加
し
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
と
女
性
部
代
表
者
が
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
江
別
市
に
あ
る
、「
陶
芸
工
房 

ア
ト
リ
エ

陶
」
に
て
陶
芸
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
講
師

の
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
皆
さ

ん
思
い
思
い
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
講
師
の
先
生
の
お
話
が
と
て
も
面
白

く
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
陶
芸
体
験
と
な

り
ま
し
た
。 陶

芸
体
験
で
交
流
を
深
め
ま
し
た

女
性
部
短
信

　
そ
の
後
、
隣
設
し
て
い
る

「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
食
祭
」
に

て
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
１
品
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
、
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
ど

れ
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
昼
食
中
に
は
、

今
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
、
女
性
部
活

動
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
も
皆
さ
ん
の
興
味
の
あ
る
こ

と
や
気
に
な
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
た
く
さ
ん
の
女
性

部
員
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
隣
設
し
て
い
る

「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
食
祭
」
に

て
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
１
品
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
、
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
ど

れ
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
昼
食
中
に
は
、

今
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
、
女
性
部
活

動
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
も
皆
さ
ん
の
興
味
の
あ
る
こ

と
や
気
に
な
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
た
く
さ
ん
の
女
性

部
員
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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３
月
７
日
（
木
）、
青
年
部
で
は
盟
友
及
び
町

内
農
業
者
を
対
象
と
し
た
、
町
内
農
業
者
技
術

研
修
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
８
名
の
盟
友
と
１
名
の
町
内
農
業

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
北
広
島
市
の
ホ
ク
サ
ン
株
式

会
社
を
訪
問
し
、工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
々

営
農
で
使
用
し
て
い
る
農
薬
が
ど
の
様
な
工
程

で
製
造
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ん
だ
他
、
畑
作

物
の
除
草
剤
等
の
農
薬
に
つ
い
て
の
講
習
を
受

け
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
今
の
農
薬
事
情
や
日
々
使
っ
て
い
る
農
薬

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
本
格
的
に
営
農

が
始
ま
る
前
に
、
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、
農
業
者
交
流

会
と
し
て
厚
別
ボ
ウ
ル
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　
奈
良
岡
部
長
か
ら
は
、「
今
回
の
様
な
勉
強
会

や
交
流
会
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

輪
を
よ
り
一
層
広
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
冬
の
除
雪
作
業
や
ハ
ウ
ス
作
業
等
で
慌
た
だ

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
近
況
報
告
や
春
先
の
作
業
に

つ
い
て
話
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

青
年
部
主
催
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　若杉 宗樹
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３
月
６
日
（
水
）、
札
幌
方
面
栗
山
警
察
署
で
優
秀
安

全
運
転
事
業
所
プ
ラ
チ
ナ
賞
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
優
秀
安
全
運
転
事
業
所
表
彰
と
は
、
事
業
所
ぐ
る
み
で

運
転
記
録
証
明
書
を
活
用
し
、
安
全
運
転
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
、
無
事
故
・
無
違
反
の
成
果
を
挙
げ
た
事
業
所

を
表
彰
す
る
制
度
で
、
プ
ラ
チ
ナ
賞
は
、
金
・
銀
・
銅
賞

の
い
ず
れ
か
を
三
年
連
続
で
受
賞
し
、
直
近
三
年
分
の
成

績
が
基
準
以
上
と
な
っ
た
事
業
所
に
の
み
贈
ら
れ
ま
す
。

　
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
全
道
で
３
事
業
所
の

み
で
あ
り
空
知
地
区
で
は
当
J
A
の
み
で
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
職
員
一
人
一
人
の
日
々
の
安
全
運
転

へ
の
意
識
の
結
果
で
あ
り
、
今
後
も
安
全
運
転
管
理
を
継

続
し
来
年
度
以
降
も
受
賞
出
来
る
様
、努
め
て
参
り
ま
す
。

職
員
の
安
全
運
転
を
称
え

営 業 時 間 の お 知 ら せ
4月１日（月）より業務時間が下記の通り変更になりますのでお知らせします。

夏時間  4月1日～10月31日

本 部 事 務 所

JAバンク
・ 共 済

A T M

野 菜 関 連 施 設
推 進 本 部

8：30～17：00
9：00～15：00
9：00～15：00
9：00～17：00

9：00～18：00
9：00～18：00
8：30～17：00
8：30～17：00

休　業

休　業

休　業
9：00～17：00

休　業
休　業

11:30～12:30 窓口休止

平　日 土　曜※

貯　金
融　資
共　済

JAバンク
エーコープ

※本部事務所・野菜関連施設については土曜日休業。
※野菜関連施設については土曜日、日曜日、祝日も時期により稼働している場合がありますので連絡し
確認して下さい。（野菜等集出荷センター011-378-0539）

グリーンセンター
本 部 給 油 所
エーコープなんぽろ店

8：30～17：00
7：30～19：00
9：30～20：00

夏時間期間中（日曜、祝日を含む）
※10月31日は棚卸のため休業
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長船技師による営農情報！
★令和５年の南幌町の「土」はこうなっている

　今月は農作業も本格化し水稲育苗ハウスの設置や播種作業等で忙しい毎日かと思います。

　肥料価格高騰対策事業の要件の一つに土壌診断が含まれ土壌分析点数は前年より多くなって

います。昨年の分析結果で特徴的な項目を抜粋したのが下のグラフです。

○水稲育苗床
・pHは基準値以下のハウスが少なくなり改善効果が出ています。
・リン酸、加里が過剰なので土壌分析処方箋に基づき、単肥配合を推奨します。
○水稲本田
・ケイ酸は全町的に改善されていますがケイ酸値１０以下のほ場が１８％を占めます。
・ケイ酸は耐倒伏性、病害虫抵抗性を高め、不稔実米を減少させる効果があり、稲が最も吸収
する養分のため毎年補給することが重要です。
・リン酸は過剰傾向なので土壌分析処方箋に基づいた施肥銘柄を推奨します。
○畑作
・ｐＨ5以下の圃場が分析点数の８％を占めます。土壌分析結果に基づき石灰質資材を投入し
改善することが重要です。
・リン酸と加里は過剰なほ場が見られ、土壌分析結果に基づき施肥銘柄を選定します。

２　土壌分析結果概要

３　土壌分析結果

１　土壌分析点数の内訳

※本年分析点数内訳　資材課分析335点、農業振興課外部委託分析600点

年度

令和5年

比率％

水田苗床

14

1.0

水田

453

49.0

畑作

439

48.0

野菜

13

1.0

園芸ハウス

16

1.0

合計

935

100

〇水田苗床pH　
・分析点数１４点
・pH基準値　４．５～５．０
・pHは基準値内が５０％を占めます。   

〇水田苗床リン酸（トルオーグリン酸）
・分析点数１４点
・リン酸基準値　２０～４０㎎/100ｇ
・リン酸は過剰傾向になっています。   

10

0
4.0～4.5 4.5～5.0 5以上

水稲苗床pH

基準値：4..5～5.0

20

10

0
～15 10～20 20～40 40～

水稲苗床トルオーグリン酸

基準値　20～40㎎/100ｇ
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・ＪＡでは土壌診断結果に基づき圃場ごとに処方箋を作成し施肥銘柄、施用量、金額を示しています。
　土壌分析結果を活用し生産性向上と低コスト生産を目指しましょう。

〇水田本田（可給態ケイ酸）
・分析点数４５３点
・ケイ酸基準値　１６mg/100ｇ以上
・この数年で全町的には改善されていますが   
１０以下の本田が１８％を占めます。

300

200

100

0
10以上 10～13 13～16 16以上

水稲本田ケイ酸

基準値　16㎎/100ｇ以上

〇水田本田（ブレーリン酸）
・分析点数４５３点
・ブレーリン酸基準値　１０～２０mg以上
・分析圃場の８４％がリン酸過剰です。

400

300

200

100

0
10～20 20～30 30以上

水稲本田ブレーリン酸

基準値　20～40㎎/100ｇ

〇畑作pH　
・分析点数４３９点
・pH基準値　５．５～６．５
・pHは基準値以下のほ場が４３％を占め   
そのうちpH５以下のほ場が8％占めます。

400

200

0
5以上 5.1～5.5 5.5～6.5 6.5以上

畑作pH

基準値：5.5～6.5

〇畑作リン酸（トルオーグリン酸）
・分析点数４３９点
・リン酸基準値　１０～３０mg/100ｇ
・リン酸過剰のほ場が３５％占めます。   

300
200
100
0

0～8 5.0～10.0 10～30 30～60 60以上

畑作トルオーグリン酸

基準値：10～30㎎/100ｇ

〇畑作加里
・分析点数４３９点
・加里酸基準値　１５～３０mg/100ｇ
・加里過剰のほ場が５７％占めます。   

300

200

100

0
0～8 8.0～15.0 15～30 30～50 50～70 70～

畑作加里

基準値：15～30㎎/100ｇ

〇水田苗床加里
・分析点数１４点
・加里基準値　１５㎎/100ｇ以下
・加里は過剰傾向になっています。   

8
6
4
2
0

～15 15～35 35～50 50～

水稲苗床加里

基準値　15㎎/100ｇ以上



落葉を迎えた大豆

長ネギ収穫作業（㈲NOAH）
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◎今月号は、露地長ねぎ部会
長の林 郁雄さん（晩翠西 
㈲ハル）に表紙を飾ってい
ただきました。

私達のJA

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,638名
▲34名）

427名
▲17名）

2,211名
▲17名）

269戸
▲11戸）

令和6年2月末日現在

　
3
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
監
査
講
評
】

１
．
決
算
自
治
監
査

【
議
　
　
案
】

１
．
令
和
５
年
度 

事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
お
よ
び
注
記

表
の
承
認
に
つ
い
て　

２
．
総
合
農
協
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う
「
３
つ
の
方
針
」
へ
の
対
応
に

つ
い
て

３
．
総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

４
．
大
口
貸
付
に
つ
い
て

５
．
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

６
．
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

７
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

１
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
関
す

る
組
織
討
議
に
つ
い
て

２
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
米
お
よ
び
水
田
農
業
の
確
立

に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

３
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
畑
作
農
業
の
確
立
に
関
す
る

組
織
討
議
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
２
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

２
．
令
和
６
年
度 

春
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

３
．
令
和
５
年
産 

委
託
調
製
大
豆
概
算
金
支
払
お
よ
び
仮
渡
金
返
還
に
つ

い
て

４
．
令
和
５
年
産 

委
託
調
製
な
た
ね
精
算
お
よ
び
仮
渡
金
返
還
に
つ
い
て

５
．
令
和
５
年
産 

て
ん
菜
本
精
算
お
よ
び
仮
渡
金
返
還
に
つ
い
て

６
．
南
幌
町
米
麦
改
良
協
会 

Ｊ
Ａ
出
荷
お
よ
び
良
質
米
麦
出
荷
表
彰
に
つ

い
て

７
．
２
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

８
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
係
る
指
針
の
変
更
に
つ
い
て

９
．
２
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

10
．
会
計
監
査
人
の
決
算
監
査
に
お
け
る
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

11
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

12
．
２
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て

３
月
14
日

　
長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
日
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
な
ん
と
、
2
年
連
続
で
新
入

職
員
が
入
協
し
吉
田
も
さ
ら
に
先
輩
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
春
に
入
協
し
た
4
名
の
新
入
職
員
の
紹
介
は
、
5

月
号
で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

人
事
異
動
は
左
記
の
通
り
で
す
。

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
坂
本
　
伸
彦
（
旧
部
署
：
総
務
部 

経
理
電
算
課
）

退
　
　
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
配
島
明
日
美
（
旧
部
署
：
総
務
部 

経
理
電
算
課
）

職員人事異動

▲２月２２日（木）にJA資材課
で職員向けの農薬勉強会を行い
ました。

くみあいだより担当の吉
田は、3月末で定年退職
された坂本課長と写真を
撮っていただきました。

理
事
会
報
告


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08



